
 

 

５月２日 visionary walker 育成事業（門馬 甲兒様）講演会 

 

１ 日時 令和 5 年 5 月２日 

２ 場所・時間 静岡県立浜松南高等学校 第一体育館 15：15～16：05 

３ 対象者 2 年生 

４ 講師 山形大学 エンロール・マネジメント部 教授 門馬 甲兒 様 

５ 研修の目標 大学および大学入試についての具体的な話を通して、 

大学入試に対する意識付けを図る。 

６ 題名 大学に行く意味を、その次まで含めて考えてみよう！ 

７ 事後調査 

 

 

Q1 講演の内容の難易度について、どう感じました

か。 

Q2 大学入試について、更に関心を持つことに役立

ちましたか。 

  

Q3 進路選択の方法について、理解は深まりました

か。 

Q4 何らかの形で、志を育てる糧になると感じまし

たか。 

  

☆どの項目 95％以上が肯定的評価であり、受講した生徒にとって大変有効性の高い講演であった。 

 

〇生徒の記述意見 

・2 つ以上合格できる場合、定員の多い学科・学部を選ぶと良いことを初めて知った。今からどれだ

け疑問を持ち考え自分から勉強できるかが大事だとわかったので、意識高くし勉強するようにしてい

きたい。 
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・教育者と保護者、の２つの視点から説明されてわかりやすかった。また、大学の私立、国立のおお

まかなちがいに理解を深めることができた。 

 

・国公立大と私大で生活にかかるお金に結構な差があることや、将来の職業を考える上で公務員の退

職金が下がる可能性があるという情報が役立った。 

 

・私立大学で民間企業に向いている大学、公務員に向いている大学の表が参考になった。 

 

・私立大学と国公立大学では卒業論文を書く時の生徒と先生の割合が全く違い、人数が少ない国公立

大学のほうがしっかりとできることがわかりました。 

 

・大学院への進学率を確認することが大切だということを初めて知った。 

 

・文系の場合、授業料が国公立では４５万、私大では１００万前後かかることを知った。 

ｓ・ｔ比があることを初めて知り、国公立では平均４人、私大では２０人前後。国公立のほうが親身

な指導を受ける事ができると感じた。希望の大学に合格出来るように今のうちから出来ることはたく

さんあるので自分の行動を見直したい。 

 

・理系に行くなら絶対に国公立だということと、いい設備が揃っている学校に行くべきだということ

がわかった。 

 


